




































































































































































































































































































































































































に，F ig. 2.3 に相関係数の



































































































































































































































































































































































































































































　F ig- 3.1(a)のＩ軸とF ig. 3.2の(ａ)および(b)の軸との相関係数はいずれも










































果をF ig. 3.3に示す。F i8. 3.3のｎ軸方向の差はF ig. 3.Kb)と比べて必ずしも大
きくはなく，F ig- 3.1のｎ軸に対応する心理的要因を見い出すことはできなかった。










1.9, 3.2, 4.0, 8.1および12.8 kHｚとした。実験には音像の空間的印象が互いに最も異











０．０ １．０ １．９ ３．２ ４．０ ８．１ 12.8
ｌ　andｏ 火 喩 女 女 喩 女 女
－１　andｏ 女 女 女 女 女 女
1　and　－1 女 女
女 :　5S　significance　level
・ 　 Ｉ 15 －
判断値を用いて片側検定を行った(76)。各音像間の弁別が有意水準５％で可能な場合を
T able 3.4に＊印で示す。
　T able 3.4からｒ＝１とＯおよびｒ＝－１とＯの音像はいずれも8.1 kHｚ以上の成分
からなる高域雑音対においても弁別できることが分かる。また，F ig. 3.1のＵ軸方向
の差は低い周波数成分を含む雑音対に対してのみ知覚できることが分かった。　なお，


































































明らかにする目的で, n? = ni,て，＝Ｏまたは200μsとし，クロストーク成分を付加する
ときの極性の組み合わせを∠1通り用
いて７種類の白色雑音対を合成した。




































































































































関数のピークの位置が音像の空間的　　　　figuration　of l st white　noises
印象にどのような効果を及ぼすかを　　　　group･



























































































となる。ただし, r.T, = n? /( n?十ni ), r ro = ni /( n?十司）である。白色雑音対の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－21 －
相互相関関数をF ig- 4.7に示す。１つの白色雑音対を( r.T, . r To)で表すことにす
れば，７種類の白色雑音対は(0, 1), (1/6,5/6), (1/3,2/3), (1/2,1/2), (2/3,
1/3), (5/6,1/6)および（１，０）である。


































































































































































































(b) Elevation (except Sub.5)
033
　　　　167































































































































































F ig- 4.14(b)およびF ig. 4.16(b)に示すようにｌ　ｒ ｔ;,｜＞ｌ　ｒ心｜ならば音像は頭
内正中面より右に，逆に１　ｒ r. １＜１　ｒ・４１ならば左に定位することが分かった。一方，















　F i8. 3.1(a)とF ig- 4.8 , F i8. 4．9およびF i8. 4.10とは各音像の布置は非常に
よく似ているので，これらの図の各軸の相互関係を検討する。これらの４つの図のＩ軸
はいずれも音像の拡がり感と解釈できる。一方，F ig- 3.1(a)のII軸は左右方向感でな
く，F ig. 4.8 , F ig- 4.9およびF ig. 4.10のｎ軸は左右方向感であること, F ＼g｡
4.4では記号１，０および－１で示す音像がＩ－ｎ軸平面上にあり，この平面はF i8.
3.1(a)のＩ－ｎ軸平面上と一致すること，F ig' 4.4のⅢ軸が音像の左右方向感である































































































































F ig- 5.2 の縦軸にこのことを示した。
















































　F ig. 5.2 に示す測定値の標準偏差はrp= 1の場合，てD= 0 msで0.004,て。= 10insで
0.108であった。
　一方，Ｇ abri elら(78)は２肢強制選択法を用いて, 4.5 kHz 以下の低域雑音対の相関
係数の弁別限を調べている。その結果, r = 1およびＯの低域雑音対はそれぞれ　ｒ＝
0.97以下およびr =0.3以上の低域雑音対と弁別できることを示した。このことはｒが
１に近づくほど弁別限が小さくなることを示唆している。
　F ig- 5.2 の測定値の標準偏差とGabrielらによる相関係数の弁別限とを単純に比較
































































































































































































F ig- 5.6 では，原信号および遅延信号を付加するときの極性を様々に変えて，実際の
スピーカ再生では起こり得ないような組み合わせも考慮した。
　左右の雑音を合成するときの原信号をそれぞれLoおよびRo ，遅延信号をそれぞれ
Lt.およびＲ ｔ;,とする。Fig- 5.6に示すようにLoとRo ．Ｌｔ。とＲＩ;,はまったく等
しいが，ここでは議論を明確にするために区別して表す。原信号および遅延信号を付加
するときの極性の組み合わせはT able 5.2に示すように８通りあるが，て，≠Ｏｍｓの場合






















































































































































































































































S t V C S S：い．い
High-pass　fi ltered　noise
　　　　　(>3kllz)















































































　なお，音像をより上方に知覚した場合はＳ ub.lではｒ＝１の場合に97%, r = 0の場







　F ig- 6.2 のＩ軸およびｎ軸に対応する物理的要因はそれぞれ相関係数の絶対値およ
び相関係数そのものである。これらの物理的要因と心理的要因との対応関係を定量的に
示すために，F i8. 6.2(a)のＩ軸およびｎ軸とF ig. 6.3に示した各軸との相関係数を
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響信号がクロストークしたために生じたものである。r = 1 , 2/3, 1/3, 0, -1/3 ，
－2/3および－１の白色雑音対を提示した場合の両耳間相関係数はそれぞれ0.93,0.61,
























































































を行った。分析結果をF ig. 6.5およびF ig- 6.6に示す。上下方向感の結果は無響室
の場合に示した対照的な被験者Sub.lおよびSub.2の結果のみ示した。F ig. 6.5の１






析を行った。分析結果をF i8. 6.7およびF i8. 6.8に示す。上下方向感の結果は無響
室および試聴室の場合と同様に２名の同じ被験者Sub.lおよびＳub.2の結果のみ示した。




























(c) Band-pass filtered noise (d) High-pass filtered noise
　　　(l-3kHz)　　　　　　　　　　　(>3kHz)
Fig. 6.7　Two-dimensional configurations　of (a) white　noises ，
（ｂ）　low-pass　　filtered　　noises　（くｌ　　kHz),　　（ｃ）　band-pass
filtered　noises (1-3　kHz), and　one-dimensional　configuration



























































































































































なお，スピーカには三菱製ダイアトーンＰ － 610A （キャビネット外径寸法；20×20×
15（cm））を用いた。
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　　　　　　　　Azimuth of Maskee (degrees)
　　　　　　　　　　　　　　　（ｅ）












































































































　マスキーをFC, FR, R, BRおよびＢＣから提示した場合のマスキングパターン
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　マスキーをF CA. F CおよびＦＣＢから提示した場合のマスキングパターンをFig.
7.6に示す。F ig. 7.6にはマスカをスピーカＦＣから提示した場合，すなわち，マス
カが正面方向の実音像である場合も併せて示した。
　F ig- 7.6 は上下方向のマスキング量の変化が仰角±15°の範囲では小さいことを示
している。このことは，音像の上下方向の判断が一般に水平方向の判断と比較して困難
であることに対応している。マスキング量の変化が小さいのでｔ分布検定を行った。そ
















Fig. 7.6　　Masking　　patterns　　of (a) the　real　and　(b),　(c),
and (d) the　phantom　sound　image　　as　　ａ　function　of　elevation
of　the　maskee　in　the　median　plane.　　The　maskee　is　reproduced
from　three　loudspeakers (　FCA, FC, and　FCB　in　Fig. 7.4　）．
（Ｃ）　前後方向のマスキングパターン
　マスキーをFC, FN., AN, BNおよびＢＣから提示した場合のマスキングパター
ンをF ig. 7.7に示す。





























































from　three　loudspeakers (　R, RN, and
AN　in　Fig.　７．４　）．
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Fig. ８．２All-pass filter type quasi-stereophonic systems
　　　　　　　　　－７５－
に示す方式を提案している。



























































































































































































































































































































































































































F ig- 8.11およびF ig. 8.12に示す。いずれの場合も各音像はストレスＯで１次元知覚
空間上に布置でき，相関係数の絶対値が小さくなるほど音像はより拡がって知覚される
こと，相関係数が大きくなるほどより遠方に知覚されることが明らかになった。これら
































































































































































































　F i8. 9.3 に全帯域にわたって一定の位相差を持つ低域雑音対の相互相関関数を示す。




















全帯域にわた’つて一定の位相差を持つ７種類の白色雑音対（△∂＝Ｏ° ，30° ，60° ，
90°, 120° ,150°および180°）を用いた。条件ｎでは音響信号にF i8. 9.1に示す
方式で合成した３種類の白色雑音対（△θ＝45° ，90°および135°）とF i8. 2.1に
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と表すことができる。ただし, A = l/√iFである。したがって，相互相関関数は(2.1)
式より
r(r) = 1 im
　　　７'→α３
ずぐ{・(z)－･･(z－り))}・{nU+r)
+・(z－り+ r)](it
[ぎぢ脳(z)-Ｍz - 7･n)Vdt]1/≒[ﾁﾞぐ{・(z)＋･･(z-てＤ)}2む]1/2
となる。すなわち，
　ｒ（７）＝-y〔-∂（７十てＤ）十∂（７－ｒｊ）〕／δ（ｏ）
が得られる。
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